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　　　　　　　　　お早冒oの介冒彗は

箒しい回きの中で二そ臭睨できる
毛利和江（福岡県1ケアワー力一ズステーション帆柱）

帆柱をはじめたきっかけ

　看護婦をしていた頃から「訪問看護」の仕事

をしたいと考えていました。北九州八幡は、製

鉄所があり労働者の町でした。しかし、大阪の

堺市や千葉の君津へ製鉄所が移され、高齢化率

もどのどん高くなり、現在は24％です。

　特にこの地域は高い地域で、こういった高齢

者の方が多い地域でこそ、訪問看護の仕事が大

切だと思っていました。しかし、この時既に市

内には29ヶ所の訪問看護ステーションがあり、

この八幡東区には4つできていました。市に相

談にいってももう必要ないということです。

　そんな時、高齢者協同組合との出会いがあり、

「訪問介護」の仕事おこしをしてはどうかと勧

められました。私は市のヘルパー講座を受講し

ていましたし、同じようにお年寄りのお世話を

する仕事だったので、いろいろ相談して、この

「帆柱」を開所することになったのです。

最初のヘルパー講座

　最初に取り組んだのは、平成10年から始めた

ヘルパー講座です。しかし、これが大変でした。

市に相談に行くと、市は既に2，OOo人のヘルパ

ーを養成しており、講師派遣や会場、同行訪問

といったような支援はできない。民間でおやり

になるならどうぞ、といった対応でまったくび

っくりしてしまいました。福岡県高齢協の小林

事務局長（当時）から遠賀郡芦屋町の社会福祉

協議会の泊イクヨ先生を紹介してもらい、先生

の協力で何とか開催に漕ぎ着けることができた

のです。

　ところが、ここからがまた大変で、募集して

も人がこないんです。実は、北九州市はヘルパ

ー養成に力を入れていて、受講料は無料どころ

か、日当まで支払っているくらいで、3万円の

受講料を払って「帆柱」のヘルパー講座を受講

にくる人などいません。それでもこれまでの友

人につてで、必死にお願いして、中には「受講

料は後払いでも」といったこともいいながら、

受講生を集めました。昔の看護婦仲間や運動を

通じて知っていた保母さんたちなど、介護につ

いてもそれなりのプロが集まってきました。全

部で27人です。これが最初の受講生です。この

人たちに呼びかけて、最初の帆柱の事業がスタ

ートします。

　目抜き通りで安い家賃の事務所を探したので

すが、結局オーナーさんに直談判して、月額10

万円で八幡駅前の事務所を借りることができま

した。実は、オーナーさんのお母さんは寝たき

りで、話ができない状態でした。オーナーさん

は、私たちがやろうとしていた介護、看護事業

について、最初にその話を聞いていただいた人

であり、最初の利用者になった方でした。偶然

の出会いですが、今でもお母さんの介護を継続

しています。

公的介竈保険がはじまって

　北九州市は介護保険が始まる以前、「北九州

市福祉サービス協会」が措置に関わるすべての

介護を担っており、2，000人のヘルパーさんが

働いていました。つまり、帆柱ではこういった
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措置の枠外の仕事をやっていました。ですから、

介護保険以前は、せいぜい15件、月の時間数も

200時間ぐらいです。当然、この頃の経営は経

営などと呼べるものではありません。毎月の赤

字を労協の本部に頼りながらの事業でした。

　介護保険がスタートにあわせて、大手企業7

社の出資で「北九州福祉サービス協会」が「株

式会杜」に衣替えし、結局はそこが仕事を独占

するだろうと思っていました。ところが、4月

を待たずに「家事援助たのめますか」という電

話が急に増えてきました。結局、8月の総労働

時問は884時間で、やがて1000時間になると思

います。おかげで、何とか利益を残すことがで

きるようになってきています。

　8月の実績でみると、介護保険に関係する時

間が891時間中、798時間で、身体介護は38時間

と極端に少なくなっています。複合型が264時

間、家事援助が496時間で全体の62．2％となっ

ています。7月以前の数字で言えば8割近くが家

事援助だと思います。つまり、経営的にはもっ

と身体介護も増えて欲しいところです。

　この点は医療と結びついている介護センター

は強みがあると思います。今のところはこうい

った状況で、お金を毎月残すことができている

のも、常勤者を含めた皆さんのボランタリーな

労働のおかげで、特に常勤者には十分な報酬が

払えているとは言えません。毎月の収支報告は

壁に張り出してありますから、みんな良く知っ

ています。これまでケアマネージャーには無給

でやってもらっていました。今月から払おうと

いうことになっていますが、報酬は話し合いの

中で徐々に改善してゆくしかないと思っていま

す。とにかく1年間は最初に決めた条件で頑張

ろうとみんなで意思統一しています。

　現在は、4人の常勤者と26人の非常勤ケアワ

ーカーが働いています。ヘルパー講座を継続し

ていたことで、仕事が増えても今のところ何と

か対応できています。常勤者の中で、所長の私

とケアマネージャーが看護婦の資格をもってい

ます。ですから、ここのセンターは3つのセン

ターが一緒になっています。訪問看護センター、

居宅介護支援センター、訪問介護センターです。

現実を伝えるヘルパー講座

　ヘルパー講座のことですが、最初の人集めに

大変苦労してから、何とか毎回目標としていた

oo人を集めることができています。実は今年の

7月に初めてチラシで募集しなければならない

事態に追い込まれました。これはこれで理由を

追求しないといけませんが、それまではずっと

ロコミだけで講座の受講生を広げることができ

ました。講座は98年の7月から初めて、これま

でに3級を8回、2級を2回やりました。述べ302

人の修了生を送り出しました。ずい分頑張った

と思います。私たちの講座の特徴は二つありま

す。一つは講師陣の顔ぶれです。私たちはとに

かく現場にいる人に講師になってもらっていま

す。ケアワーカーとして実際現場に働いている

人、障害をもって実際ケアを受けている人、そ

の家族などの利用者が講師となります。これは

現実の話です。実践にすぐに役立つ話を聞くこ

とができます。

　極端に言えば座って寝ていてももらえる資格

ですが、この現実の話には皆真剣になります。

そういった中身が違っていると思います。もう

ひとつは、3級講座をやっていることです。

　2級のヘルパー、つまり即戦力しか養成しな

い業者も多いのですが、3級の基本を受けてい

ていない人は、非常に不十分で、専門的な中身

を十分理解することができません。これは大き

な問題です。元気な高齢者がもっと元気に人の

世話が出来るようにと、3級の講座に力をさい

ています。3級をやっているところは少ないた

め、非常に好評です。土日に講座を開いて、他

で働いている人が受講できるのも魅力だったか

もしれません。

　最近ヘルパー講座の受講生の中に高校生がく

るようになりました。この子達をどう育てたら

良いのかとすごく考えさせられています。雑巾
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りするらしいのです。「うちは『帆柱』からき

てもろうとる。え一よ。あんたも替えなさい」

なんていう話も聞きうれしく思っています。そ

んなことで、これもロコミで「帆柱」のヘルパ

ー活動が広がってゆけば良いと思います。

　他の介護センターで働いているヘルパーも中

にいます。その人が帆柱に来たら「ホッ」とす

ると言われます。介護の仕事は、基本的に利用

者の感謝で成り立っています。自分の仕事が感

謝されるというのは最高のやりがいだと思いま

す。

　ここに来れば、そういった満足を得ることが

できます。他のステーションと比較すると、ヘ

ルパー同士のつながりが違うと思います。ヘル

パー講座で同じ仲間という意識もあると思いま

す。訪問は直行直帰ではなく、しかも1人の利

用者を2～3人で受け持ちます。困難なことはみ

んなで解決する。仕事のことはステーションで

話して、家に持ち帰らないということでしょう

か。ケアの中身を変える必要がうまれた時など

も、大きな組織と違いケアマネージャーと相談

してすぐに対応することができます。

　ヘルパー会議も毎月行っています。聞きなが

らいろんな勉強ができる。料理講習会もやろう

と計画しています。今度ヘルパーの「癒やし旅

行」をやることにしました。皆いろんなことを

出しあい、和気あいあいで楽しく仕事をしてい

ます。上下がないし、気兼ねしなくても良いと

いう環境だからだと思います。

　ヘルパーの最年長は、70歳少し前です。働き

方がいろいろだから、やれているのだと思いま

す。3級を取得している方で、週1回、1．5時間

しか働きません。踊りの趣味があったり、一日

何もしない日があるほうがよいとおっしゃって

います。逆に一番若いヘルパーは25歳の男性で

す。

　現代杜会のテンポについてゆけず働く所が見

つからなかったのですが、ここを知って3級の

講座を受けて、仕事をする中で社会性をつけ始

めています。ご両親も人問的な成長を非常に喜

んでおられます。タクシーの運転手さんも週10

時間ここで働いています。平均年齢は、40代後

半から50歳ぐらいで生活経験の豊かな方ばかり

です。今のところヘルパーの公募はしていませ

ん。講座のつながりで呼びかけて働いてもらい

ます。

夢をかたちに

　この帆柱ができた後、北九州では「ひまわり」

「千代」という福祉事業所ができました。赤字

続きで大変な事業所でしたが、それでも手本に

して頂ける部分があったと思います。これから

は帆柱を中心にしていろんな地域にたくさんの

地域福祉事業所をつくっていきたいと思いま

す。

　実は、帆柱で働いているヘルパーさんが、こ

こでいろいろ学んで、今度地元の遠賀郡岡垣町

で住んでおられる自宅を提供して、宅老所をつ

くろうとされています。こういった人が生まれ

てくるのもうれしいことです。

　また、ヘルパーの中には障害を持ったお子さ

んを抱えている人もいます。そういった人たち

のために、作業所のような働く場所を作りたい

と思っています。近くに宅老所、デイセンター

のような施設もあれば、もっと幅広い福祉活動

が可能になると思っています。

　ここは訪問看護ステーションも併設している

ので、医療との結びつきももっと深いものにし

ないといけないところです。

　福岡ふくし生協の本部からは、地域の中での

活動にもっと取り組もうといわれています。一

人暮らしになっても障害があっても住みなれた

地域で、生きがいを持って暮らしていけるよう

に、働く人や利用者を大切にする非営利・協同

の福祉事業所を無数につくり私たちの老後も安

心して暮らすことが出来るようにすることが願

いです。
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